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· 出席者は記録者が印を付ける。

＜全体連絡＞
・新型コロナウィルスに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒・まずは内科かかりつけ医に相談し指示に従う。内科かかりつけ医がない場合は青南病院に相談し、指示に従う。4日以上解熱しない場合は八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＊不要・不急の外出、特に県外へは外出しない。
＊マスクの着用を徹底するように。マスクの在庫がない為通所利用者様分を作ることも検討中。

＜書類等の作成・及び点検について＞

『疾患別診療計画書・ラズミー・転倒評価の作成について』

・２人一組で担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成度、電子カルテへの登録が済んでいるか今後確認し期日に間に合わない場合はお互いで協力し期日を守って行う。ラズミー等の評価も同様⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田
・疾患別診療計画書のチェックが済みましたので、不備のある利用者様分は5月末までに書類の整備をするように。通所リハのフォルダーにあります。
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等

・通所の各種マニュアルの更新
＜利用者様情報＞
デイケア
・田向　玲美様～　来所時より声高に話しており、他利用者様に「うるさい」と何度も注意を受けている。スタッフからも声量を調整するように促し、一時的には落ち着くが、一日を通じて気分の高まりが観察されており都度声掛けを要している。
・中村与一郎様～　グループホーム世話人より情報提供がある。先週末、臨時で主治医面談したが以後も精神症状不安定であり、生活費を使い過ぎており、内訳に語弊あり訂正したが、以後特定のグループホーム世話人や主治医に対して興奮気味で一時的に暴言や不満を言っていたとの事。特定相談員の介入で興奮は収まり、自分の行動を振り返る事は出来ているが、思い出すとイライラすると話している。この件は本人へは口外しないようにとの事。その後、来所し主治医に対して「自分を馬鹿にしている。話をしっかり聞いてくれない。」と声高になり、主治医の変更を希望している。
・駒木　洋士様～　スタッフが勤務する時間には来所しており、声掛けに「根城から歩いて来た。」と返答している。上体の右側へ傾きが強く、姿勢保持できない様子がある。腰痛も強いとの事で無理に徒歩で来所せず、バス利用を促している。来所時より他利用者様やスタッフに対し話し掛けは多く、気分の高揚が観察されてたが、余暇時間に仲の良い利用者様とトランプを行うとその後は気分の高揚無く通常通りプログラムに参加している。
・寺沢　彩様　　～ソレイユスタッフより情報提供があり。6月より本人様が月～金までの週5回の就労を希望しており、今週試しで週5回の就労を行うとの事。それに伴い本日はデイケアは休みとなる。本人様より、週5回の就労に伴い「デイケアスタッフよりまだ早い等と反対されるのでは無いか」と不安が聞かれているとの事で、次回来所時等に自身からデイケアスタッフに就労について話す様に促しを行っているとの事。
デイナイトケア
・鈴木真知子様～　青風荘より情報提供あり。先週の主治医面談にて、血圧降下薬増量となったため経過観察をしていく。5/16（土）、17（日）を通し、飲水要求にムラがあり時には執拗に要求をすることがあったとのこと。都度、飲水量についての説明を行うも聞き入れが悪いため、一口分のみ摂取し、後に飲水量調整を行ったとのこと。
ショートケア
特記事項なし
青明舎・グループホーム利用者様情報
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